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 ERG衛星は、ジオスペースの宇宙嵐に伴う電磁場の変動とそれに伴う相対論的粒子生成の物理プ
ロセスを探ることを目的とした科学衛星である。一方、宇宙嵐に伴うジオスペースの環境変動は、自
然現象に起因する宇宙機の不具合や故障などの主な要因でもある。宇宙機の安全・安心な運用に必
要な対処を行うためには、宇宙環境変動を事前に予測する宇宙天気予報が必要となる。 
 情報通信研究機構は、業務として宇宙天気予報を実施すると共に、その精度向上に向けた研究開
発を実施している。現在、放射線帯粒子変動予測モデルの研究開発を実施しており、ERG衛星データ
は、この予測モデルの検証・評価に活用できるのみならず、リアルタイムデータを予測モデルの入力と
して利用することで、ジオスペース環境の予報実験を行うことなどが考えられる。本講演では、宇宙天
気予報の現状と、放射線帯粒子予測モデルにおけるERG衛星データの活用について述べる。  
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